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気仙沼観光推進機構

重点テーマ活動報告



部会 取組内容 事務局

市
＋

観光コンベンション協会

観光コンベンション協会

気仙沼地域戦略

商工会議所

気仙沼地域戦略
観光コンベンション協会

重点テーマ

商品開発

（インバウンド・物販含
む）

地区戦略インフラ・
2次交通

観光意識醸成・
ガイド育成

食グルメ

（参考）【気仙沼観光推進機構の重点テーマと推進体制】

※ 市，観光コンベンション協会，商工会議所，地域戦略
はすべての部会に参加する。

市

観

地

商

主管団体

地区戦略

•強み，弱み，競合・ダブリ，相互補完の検討

•地区ごとの重点戦略検討・決定

•地区を跨ぐ多種多様な周遊コースの設定

•既存施設（案内所含む）の精査，適正配
置，二次交通のあり方

観光意識醸
成

商品開発

稼げる食

インバウンド

• 地域資源の発掘・再発見

• 市民の意識醸成

• ガイド育成

• アクティビティの開発

• イベント構築・支援

• おみやげ
• ナイトライフコンテンツの開発

•飲食店マップ

•スローシティならではの取り組み
•食の商品開発

• 調査・検討，対象国の絞り込み

• 受入れ体制構築

• 多言語対応（看板，印刷物，接遇等）
• クルーズ受入調査・検討

凡例 観光コンベンション協会

気仙沼地域戦略

気仙沼商工会議所・本吉唐桑商工会

市

戦略策定・マーケティング・
プロモーション（個人）

事業者育成・経営支援

受入・案内所整備

誘客営業（団体）

地

商

観
※部会を設けず組織
単体で活動

2017年度は下記８つの重点テーマを推進することに決定．
上記４つは住民部会を設立し推進、下記４つは部会を設けず主幹組織単体で推進していく



気仙沼観光推進機構

商品開発
担当：気仙沼地域戦略

活動報告

〈重点テーマ〉



左）貯氷庫・氷切り体験、右）函持ち実演・体験

漁業を中心として発達してきた気仙沼には、気仙沼ならではの仕事・暮らしの文
化・伝統があります。こういった気仙沼の文化・伝統を、地元民や観光客が楽し
めるコンテンツに仕立て、観光アクティビティ商品として完成度を高めていく取
組みを進めてきました。将来的には、街全体に様々なコンテンツが点在してい
る、遊んで学べるテーマパークのようなまちづくりを目指しています。

気仙沼の仕事・暮らしを観光アクティビティ商品に！
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2017年度の活動
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ちょいのぞき気仙沼、宮城県と復興庁からのW受賞！

宮城県 観光王国みやぎおもてなし大賞

気仙沼の産業，暮らしの中にある文化・伝統，自然の中での
遊び等の様々な観光資源に着目し，普段見ることのできない
産業の現場や気仙沼ならではの体験など，観光客が楽しめる
個人向け体験プログラムを展開している。実施されたプログ
ラムへの参加者からの評価も高く，平成 29 年は毎週末開催
され，プログラム内容も益々充実されてきており，参加者は
年々増加している。

本取組は地域の産業と観光を融合させ，観光客が楽しめる地
域の魅力として継続的に発信しており，観光による地域活性
化のモデルとなる非常に優れた取組である。

（平成30年2月1日 宮城県記者発表資料より）

復興庁 「新しい東北」復興・創生顕彰

気仙沼の観光産業の振興に資するため、水産業を中心に発展
してきた気仙沼ならではの「しごと」や「くらし」を発信す
るための「しごと場・あそび場ちょいのぞき気仙沼」を立ち
上げる。

この活動では、水産業や農業など観光業以外の様々な事業者
が参画し、訪れた方に日頃の仕事や暮らしを面白く体験して
もらえるよう、工夫をこらしたプログラムとしている。

平成27年には不定期のイベントとして開始したが、ボラン
ティアツアーや企業視察旅行の受入などを通じて、平成28
年度には毎月開催、平成29年度には毎週開催となるなど、
地域の関係者を巻き込んだ継続的な取り組みとなっている。

（平成30年2月9日 復興庁記者発表資料より）
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2017年度の取り組みの成果・得られたこと

• 25社 → 35社へ事業者増

• 29個 → 44個へコンテンツ増

•調査実施32回 平均4.8満足度・大

•てれまさむね（NHK)、月間みちのく（K-NET）

•まみたん、まちなび、関東東北じゃらん etc…

メディア

露出・多

•年間動員 3,001人 うち 団体客 2,047人

（参考：2016年度の団体客は年間で886人）

団体客

動員・多
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2018年度に向けての課題

•全85プログラム中 天候による中止5回

最低人数に満たず中止10回 ※魚市場は12回

個人客

動員・苦戦

•個人向客宿泊は22％のみ、近隣客中心

（団体は宿泊が中心）

宿泊客

割合・少

•事務局の人員不足により、モニターツアーによる磨上げ、

当日のフォロー等が行き届かず

フォロー

少

•実施がバラバラのため、個人プレーになってしまう
チーム感

低
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今年から来年への変化

2018年2017年

• 毎週開催

• ひたすら実施

• チラシ集客主体

ちょいのぞき

レギュラー

• 毎週開催を継続する

• ちょいのぞき継続を対外発信する

• 自走できる事業者を中心に運営する

ちょいのぞき

スペシャル

• 年に3～4回、大型のイベントを打つ

• 複数のコンテンツ、事業者との懇親会、
ガイド等も絡めた、宿泊ツアーに仕立てる

• 宿泊施設・エージェント・メディア等で
遠方からの宿泊客にアプローチする

• チーム一丸となって磨き上げ・運営をする

• 宿泊客割合・少

• チーム感・低

• フォロー・少

ちょいのぞき

セレクト

• 個人客の希望日時に予約制で開催する

• 小さめの団体客を狙い、動員数を稼ぐ

• 従来の団体旅行誘致も継続して狙う

• 自走できる事業者を中心に運営する

• 個人客動員・苦戦



気仙沼観光推進機構

食・グルメ

担当：気仙沼商工会議所・本吉唐桑商工会

活動報告

〈重点テーマ〉



食のブランド化

【メカジキ】
気仙沼メカジキブランド化推進委員会

【生鮮かつお】
気仙沼市生鮮かつおプロモーション

事業実行委員会

【サメ】
サメの街気仙沼構想推進協議会



『メカしゃぶ』・『メカすき』



新メニュー『気仙沼メカ×カレー』



H３０年度の取り
組み

〇市内飲食店情報の収集・情報発信強化

〇飲食店MAPの制作

〇気仙沼食材を活用した更なる新メニュー開発



気仙沼観光推進機構

観光意識醸成・

ガイド育成
担当：気仙沼観光コンベンション協会

活動報告

〈重点テーマ〉
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（一社）気仙沼観光
コンベンション協会

（一社）気仙沼観光コンベンション協会 担当部会

観光意識醸成・
ガイド育成

受入・案内所整備

誘客営業（団体）

（稼げる）ガイドを育てる！

お客様と魅力をつなげる！

気仙沼を売り込む！
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（一社）気仙沼観光
コンベンション協会

観光意識醸成・ガイド育成

観光意識醸成・
ガイド育成
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（一社）気仙沼観光
コンベンション協会

②安波山マップの作製（1万部）

地域の観光意識醸成を目的とした「ば！ば！
ば！の場プロジェクト」の上半期の事業。

マップのお披露目をワークショップとして開
催。

観光意識醸成・ガイド育成

観光意識醸成・
ガイド育成
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（一社）気仙沼観光
コンベンション協会

③7回のワークショップ等の開催
122人の参加

観光意識醸成・ガイド育成

観光意識醸成・
ガイド育成

今年度も気仙沼の魅力を楽しむイ
ベントを実施していきます！！



気仙沼観光推進機構

受入・案内所整備

担当：気仙沼観光コンベンション協会

活動報告

〈重点テーマ〉
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（一社）気仙沼観光
コンベンション協会

①－1 観光サービスセンター＆駅前観光案内所の窓口業務

①－2 毎週開催のちょいのぞき気仙沼の受付対応

①－3 ちょいのぞきセレクトの受入れ態勢整備を進める

①－4 様々な企画とのタイアップ

受入・案内所整備

お客様と魅力をつなげる！

平成29年は58,768人の
対応
前年より約2割増加

受入・案内所整備
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（一社）気仙沼観光
コンベンション協会

②－1 旅行業の取得
（宮城県知事登録旅行業第3‐388号）

受入・案内所整備

②－2 旅行業の取得
自社ツアーの実施

旅行を商品
として販売す
ることが可能

地域の素材を地域
の力で販売するこ
とが可能！！

ツアー会社に
地域素材を販
売してもらう

＋

今までは・・
旅行業があると・・

受入・案内所整備



気仙沼観光推進機構

誘客営業（団体）

担当：気仙沼観光コンベンション協会

活動報告

〈重点テーマ〉
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（一社）気仙沼観光
コンベンション協会

誘客営業

①商談会への参加（9回）、誘客営業の実施（9回）

国や県規模の観光関連団等が企画をする商談会への参加、また、旅行エージェント、
学校、企業などを対象に誘客営業を行った。

対象のツアー形態は、教育旅行、インバウンド、企業視察が中心。

誘客営業（団体）
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（一社）気仙沼観光
コンベンション協会

誘客営業

②うみの杜水族館での観光PRの実施
29名の参加、観光パンフレットの配布、観光アンケート（120枚）の実施など

ＰＲ後は他地域の震災遺構を見学し、本地域の観光素材の活用について考える場とし
た。

誘客営業（団体）

今期は、よりＰＲ力を高め、地域が一丸となって気
仙沼を宣伝する取り組みを目指します！！
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（一社）気仙沼観光
コンベンション協会

誘客営業

③誘客営業資料の作製

ちょいのぞきセレクトや各地域の体験学習、先進的な取り組みの視察など、新しい素材
を取りまとめて営業資料を作成した。

震災遺構となる旧向洋高校や大橋架橋など、次年度以降を見据えた内容も盛り込ん
だ。

誘客営業（団体）
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（一社）気仙沼観光
コンベンション協会

誘客営業

誘客営業（団体）

今年度は営業チームを強化！！
どんどんお客様を呼んでこよう！！

結果として・・
平成29年 協会全体受入れ人数 14,372名（前年とほぼ同数）
収益は3割増 震災の風化のため語り部の受入れが大きく減る中、
数字を保ち、収益を大きく増やした。



28

（一社）気仙沼観光
コンベンション協会

（一社）気仙沼観光コンベンション協会 担当部会

観光意識醸成
・

ガイド育成

受入・案内
所整備

誘客営業
（団体）

営業から受入れまでを担う。ＤМОの機能と連携し、それぞれ
の役割を伸ばすことにより、稼げる仕組み作りを模索する。
気仙沼市の窓口としての機能を強化していきます！！

（稼げる）ガイドを育てる！

お客様と魅力をつなげる！

気仙沼を売り込む！
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（一社）気仙沼観光
コンベンション協会

最後に・・

気仙沼までのご旅行の要望は
一般社団法人 気仙沼観光コンベンション協会

（宮城県知事登録旅行業第3‐388号）
へご相談下さい！！

（一社）気仙沼観光コンベンション協会 担当部会



気仙沼観光推進機構

マーケティング

担当：気仙沼地域戦略

活動報告

〈重点テーマ〉



気仙沼市民はもとより、復興支援員や観光客、地元出身者などつながりを持つ人を一元化
このカードの会員を新しい定義の『市民』として関係性を構築していく

■気仙沼Crew Card（クルーカード）とは？
・顧客データベースを獲得できる
・顧客の行動履歴を知ることができる
・地域内外でためたポイントで地域消費を拡大できる
→１５００のＥＣサイトと提携

・ダイレクトマーケティングを実施できる

気仙沼クルーカード実施による地域マーケティングの実践をはかる

クルーカードについて

31



32

加盟店数 全73店舗（75端末）

クルーカードについて
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会員増加中！

気仙沼クルーカード会員数推移(人)

11,569人

クルーカードについて
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2017年

4月

2017年

5月

2017年

6月

2017年

7月

2017年

8月

2017年

9月

2017年

10月

2017年

11月

2017年

12月

2018年

1月

2018年

2月

2018年

3月

2018年

4月

利用金額（累計） 146,352 4,196,300 13,448,917 33,891,804 64,698,865 89,328,581 110,257,06 131,207,21 172,512,54 190,475,20 210,275,70 237,437,75 261,465,88

延べ利用人数（累計） 98 1,415 4,193 8,733 15,696 21,559 26,857 32,210 40,201 45,374 51,888 59,646 66,512

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

0

50,000,000

100,000,000

150,000,000

200,000,000

250,000,000

300,000,000

利用金額（累計） 延べ利用人数（累計）

利用金額：2億6146万円
利用人数：6万6512人

(人)(円)

利用金額
利用人数も
増加中！

気仙沼クルーカード利用金額・利用人数推移

クルーカードについて
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利用金額：エリア別 利用金額：年代別

会員属性：男女別 会員属性：エリア別 会員属性：年代別

52%
48%

女性会員 男性会員

＊＊＊ 参考データ ＊＊＊

利用金額：男女別

53%

47%

女性会員 男性会員

71%

9%

7%

13%

気仙沼市
宮城県（気仙沼市以外）
関東
その以外

クルーカードについて

3%
11%

15%

21%21%

29%

0歳～20歳 21歳～30歳 31歳～40歳

41歳～50歳 51歳～60歳 61歳～

1% 6%

12%

20%

22%

39%

0歳～20歳 21歳～30歳 31歳～40歳

41歳～50歳 51歳～60歳 61歳～
35

56%

14%

13%

17%

気仙沼市

宮城県（気仙沼市以外）

関東

その以外
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１．宿泊人数と人口推計（気仙沼の現在と未来）

平成29年度を境に復興関連事業者は大きく減少、観光（その他）が伸びており、特にビジネス客が増加しています。

157,992 174,021 
105,037 

0
35,202 

109,413 

218,762 

227,378 

87,413 

376,754 

436,601 

301,863 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

平成27年 平成28年 平成29年

合計

復興関連

（その他）

観光

宿泊者数
平成27年 平成28年 平成29年

観光 157,992 174,021 105,037

（その他） - 35,202 109,413

復興関連 218,762 227,378 87,413

合計 376,754 436,601 301,863

（１）宿泊人数（前年比）

（２）気仙沼市人口推計

国勢調査をベースとした将来推計人口では、気仙沼市
は2040年において、人口4万人を下回ると予想されてい
ます。

また、上記復興関連宿泊者に関しても、今後復興事業
縮小に伴い、減少していくのは必至です。

これからは気仙沼市の基幹産業である水産と、新たに
「観光」によっていかに外貨を獲得するか、また、マーケ
ティングによる地域経済の循環、最大化を実現していく
必要があります。

※出展：国勢調査を独自集計、「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年3月推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）

※出展：気仙沼市観光マーケティングレポート（平成29年速報版）

64,988 

59,609

54,195

48,797

43,466

38,305

33,396

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

気仙沼市人口推計（2015-2045）

4万人
以下！
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２．データ分析（複合型編）

（１）観光客入込数と地域消費額の関係
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0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

45,000,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

観光客入込数と地域消費額

クルーカード地域消費額 気仙沼観光客入込数

「宮城県観光統計概要（平成28年版）」の気仙
沼市年間観光客入込数と平成29年度の気仙

沼クルーカードの地域消費額の関係を表した
図となります。
4,5,6月に関してはまだ会員数も少なく、すべて

のお店で稼働していた状況ではない為、実際
的な関係を考察するのは難しいです。
7月以降は大まかには入込数と連動していま
すが、12月の消費額が大きいのと、2,3月に関

しても消費額が伸びている為、冬のキャン
ペーンの効果があったものと考えております。

これらのデータを集約・分析した結果を踏ま
え、例えばクルーカードにおいては左図のよう
な年間の地域消費額の目標設定をすることが
できます。

（目標は市内会員、市外会員別々にターゲティ
ングしています）

市内会員

3,300

3069万円

3,000

2,700

2,400

2090万円

2,100

1828万円 1873万円

1,800

1469万円 1594万円

1,500 1437万円

1361万円 1394万円

1,200

900

611万円

600

217万円

300

0万円

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 市内店舗

300 0万円

294万円

600 185万円 567万円 490万円 421万円

605万円 643万円 564万円

900

966万円 808万円

1,200 1021万円

1,500

市外会員

年間目標の考え方



61%

39%

産業まつりチェックイン属性

市内 市外
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３．データ分析（クルーカード編①）

（１）チェックインブースを設置することで得られるデータ

産業まつり（市場で朝めし） 10月22日開催の「産

業まつり」にクルー
カードのチェックイン

ブース設置

産業まつりは地元の
人が参加するイベント
だから市外への宣伝
効果はないかな…

関係者の声

実際には…

260チェックイン！

実は市外からも4割近くの人が訪れていることが分かった

■市外内訳

気仙沼以外の宮城県 11

岩手県 9

埼玉県 1

千葉県 1

東京都 10

神奈川県 2

愛知県 3

兵庫県 1

不明 9

更に市外の方がどこから来ているのかを調べ
てみた。

この他にも、市外の人の男女比や年齢層、ど
のお店を頻繁に利用しているか、利用単価や
利用回数といったデータの分析も可能。
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（２）会員（クルー）にアンケートを取ることで得られるデータ

◆実査期間
２０１７年９月２５日（月）～２０１７年１０月２日（月） ◆対象者 気仙沼クルーシップ会員 メルマガ希望者全２，５４９名 ◆回答者 全３８６名

上記はアンケート結果の一部を抜粋したもので、他にもフリーコメント等で沢山のご意見・ご指摘をいただいております。今後は加盟
店から会員（クルー）へのアンケートを実施するなど、マーケティング手法として裾野を拡げていく予定です。

４．データ分析（クルーカード編②）
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５．データ分析（観光アンケート調査編）

（１）観光アンケート調査で得られるデータ
◆年に8回、観光施設「海の市」で市外からいらした観光客の方向けに「観光アンケート調査」を実施しています。
◆その結果を元に、様々な分析を行っています。

例えば…

気仙沼に来ていらっしゃ
る方の年代・同伴者は？

気仙沼への宿泊旅行者メインは

「(1)30－50代夫婦二人旅行」
「(2)30－40代高校生以下を連れた家族旅行」
「(3)50代のその他の家族旅行」

交通手段は？

交通手段は

「(1)宿泊旅行目的すべてで自家用車・バイク」が多い．次いで
「(2)友人との旅行で新幹線＋レンタカー」

旅行目的

旅行目的は

「⑴東北発地宿泊者は『食』」
「⑵関東発地宿泊者は『被災地の現状を見る』」
「⑶日帰りは東北発地が多く『食』と『買い物』」

ランチ単価、夕食代はど
れくらい？

ランチ単価は、
「1000円」が一番多く、次いで1500円、2000円、3000円という順
夕食代は、
「5000円」が一番多く、次いで1000円、4000円という順
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６．データ分析（ちょいのぞき気仙沼編）

（１）ちょいのぞき気仙沼参加者アンケートから得られるデータ
◆ちょいのぞき気仙沼に参加されたお客様にアンケートへのご協力をお願いしています。

例えば…

ちょいのぞきを体験した
宿泊客はどこから来てい

るの？

ちょいのぞき体験をした宿泊客の発地別で最も多いのは、

「⑴東京」次いで「⑵宮城（仙台圏内）」
※日帰りだと「一関市」「登米市」「仙台市」の順に多い

ちょいのぞきに参加した
きっかけは？

ちょいのぞき参加きっかけは、

「⑴気仙沼在住と日帰りは『チラシ』」、「⑵宿泊客は『家族・友人・知人
からの紹介』」が多い

どんな人たちが参加して
いるの？

参加者は、

⑴「親子」、⑵「仕事仲間」が圧倒的。
宿泊客だと「夫婦・カップル」も次いで多い

リピーターの傾向は？ リピーターになっているのは「親子」が多い
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気仙沼では、

クルーカード、マーケティングレポート、観光アンケート調査、ちょい
のぞき気仙沼の参加者アンケート、インバウンド、国・県・市のマー
ケティングデータを分析し、各部会への情報提供を行うと共に、魅力
的な街のプロモーションに活かして参ります。

６．最後に



気仙沼観光推進機構

観光情報発信

担当：気仙沼地域戦略

〈重点テーマ〉



現状

顧客

現状はそれぞれの取組で個別に集客

気仙沼のコンテンツ



行政

観光コンベンション協会

地域戦略

商工会議所

組織ごとそれぞれにWebページが存在する

現状



行政

観光コンベンション協会

地域戦略

商工会議所

組織ごとそれぞれにパンフレットが存在する

現状



顧客

今後はその時々の気仙沼情報全体を把握して揃えて
適切にターゲットごとの顧客に届けていく

情報発信部会

ターゲットA ターゲットB ターゲットC

気仙沼のコンテンツ

実現したい理想



新WEBページ

http://kesennuma-kanko.jp/

気仙沼観光ポータルWEBページ
「気仙沼さきてけらいん」

http://kesennuma-kanko.jp/
http://kesennuma-kanko.jp/
http://kesennuma-kanko.jp/


①気仙沼市
・観光スポット情報の更新
・モデルコース情報の更新

②気仙沼観光コンベンション協会
・イベント情報の更新
・ツアー造成とその情報更新

③気仙沼商工会議所
・飲食店情報の更新

④気仙沼地域戦略
・特集ページの更新
・Ｇａｌｌａｌｙの更新
・その他Ｗｅｂページ全体の管理に必要な更新

⑤全組織横断で行う役割
・開催している体験ページの更新
・観光活動団体の情報更新

現状検討しているＷｅｂページの主な役割分担



①情報発信推進チーム発足
（市、観光コンベンション協会、商工会議所、地域戦略の各
担当を中心に構成）

②情報発信の漏れ・ダブりの精査

③情報集約の仕方と発信方法について
具体的な方法検討

④今期より具体的に実施

実現したい理想への検討STEP



事務局担当：気仙沼地域戦略

活動報告

〈重点テーマ〉

「インバウンド」



インバウンド部会

昨年度の目標

・インバウンド誘致に向けての体制整備

昨年度の取り組み

・トラベルマートへの出展
・訪日外国人向けのツアー実施 ５件
・近隣ＤＭＯ、外国人受入実績のある猊鼻渓へのヒアリング
・取材、ラジオ出演 ４件（ＴＶ３件、Youtube１件）
・観光コンベンション協会にアメリカ人の職員を採用



インバウンド部会



現状のデータ

【東北６県】
宮城県 ３４位
青森県 ３６位
岩手県 ３８位
山形県 ４１位
福島県 ４２位
秋田県 ４５位

【ＴＯＰ５】
東京都 １位
大阪府 ２位
北海道 ３位
京都府 ４位
沖縄県 ５位

インバウンド部会



国 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計
韓 国 0 0 0 2 0 2 5 2 2 2 0 0 15
中 国 340 374 24 6 56 1 3 5 0 7 2 16 834
香 港 0 0 4 0 0 0 2 0 4 0 7 1 18
台 湾 17 13 2 62 4 0 8 0 0 1 0 0 107
ア メ リ カ 1 0 2 7 71 5 5 8 6 4 8 4 121
カ ナ ダ 0 0 0 0 0 0 32 0 0 0 0 0 32
イ ギ リ ス 3 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 6
ド イ ツ 0 0 0 1 2 8 0 2 37 6 0 0 56
フ ラ ン ス 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 2
ロ シ ア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
シ ン ガ ポール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2
タ イ 0 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 5
マ レ ー シ ア 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
イ ン ド 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2
オーストラ リア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
イ ン ド ネ シ ア 0 14 6 0 72 0 1 10 14 0 1 5 123

他 0 3 2 12 6 1 5 0 0 0 4 2 35
不 明 0 5 36 6 0 10 34 0 0 26 16 8 141

小計 361 411 76 97 212 30 95 27 68 47 39 37 1500

宿泊レポート対
象 外 施 設 計

88

合 計 1588

現状のデータ

全国 ：７，０８８万人泊
東北６県： ７２万人泊（全国の約１％）
※平成28年度外国人延べ宿泊者数

気仙沼の宿泊者数は
年間１，５８８人！

インバウンド部会



今年度の目標

・「気仙沼」の認知度を上げる
・気仙沼のインバウンド誘致の取り組みを発信する

今年度の取り組み

・外国人観光客向けの体験プログラムおよびツアー造成、受入
・連携してツアー開発ができる海外エージェントへの営業
・ＦＩＴ含め、外国人観光客を呼び込む情報発信の方法の検討
・プロモーション映像作成

インバウンド部会



今年度の目標

インバウンド部会



「地区戦略インフラ・２次交通」

事務局担当：市産業部観光課

活動報告

〈重点テーマ〉



①各地区観光協会毎にヒアリング調査を行い，次年度予算の積算に反映

②大島地区については，「大島観光活性化委員会」を立ち上げ，架橋供用開始

に伴う課題整理と解決に向けた具体的な協議を開始

③市内各地の観光関係施設（現存・整備予定） に関する機構幹事会での情報

共有を実施

〈現存施設〉位置，名称，規模，利用人数，収支等

〈整備予定〉位置，名称，概要，規模，事業費，完成予定時期等

目 標

③「気仙沼観光推進機構」での協議を踏まえた戦略的な予算配分

〈重点テーマ〉地区戦略インフラ・２次交通

①気仙沼全体としての最適なインフラ整備，２次交通の配置

②観光客の市内周遊及び滞在時間の延長促進

地区毎の観光資源の強み・弱み，他地区との競合・重複要素の整理，相互補完の
あり方を検討する。

～H29年度の取組内容～



〈重点テーマ〉地区戦略インフラ・２次交通

※オール気仙沼の取組事例

・観光関係者が一堂に会し，それぞれ自慢の
コンテンツをPR

・「徳仙丈山※ 」来訪者を市街地へ誘導

①地区毎のワーキング組織の設置

③市全体の最適化を念頭に置いた
地区毎のインフラ整備検討

④上記を踏まえた次年度予算積算

②地区毎の勝負コンテンツの検討

※H32(2020）年度（復興・創生期間）までに
全体最適を目指す。

～H30年度の取組予定～

※・国内最大級のツツジ群生地（東京ドーム10個分の規模）

・毎年この時期に満開を迎え，20日程の開花期間に全国
各地より２万人程が来訪
・山から直帰が多い→ 市内周遊に繋がっていない。


